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1. はじめに 
近年，医療分野における ICT（Information and 

Communication Technology）は，急激に進歩してい
る。それに伴って，ICT が不得意な学生は，ICT 分野
も出題範囲のなかに含まれる国家試験の合否に影響が

出るのみならず，先端医療機器操作に伴う ICTの知識
が不可欠であることに起因して，就職にも影響がでる

ことが考えられることから，コメディカル養成におけ

る ICT教育の重要性は増しているのではないかと考え
る。 
近時，ICT 機器のなかでも携帯情報通信端末（スマ
ートフォンやタブレットなど）を医療現場で活用する

様々な試みが活発に行われており，外科手術にアップ

ル社の iPad（アイパッド）を利用した神戸大学病院の
試み 1)が注目を集めるなどしている 2-6)。 
	 この傾向は，近年の医師不足や医師業務の負担増，

検査機器のコンピュータ化，電子カルテの普及やオン

ライン化などの医療現場における ICT化に起因するも
のであり，これにより，これまでは必ずしも必要とさ

れなかったコメディカルの ICTリテラシーの必要性は
急激に高まってきている 7)。 
第一筆者は，臨床検査技師養成校 1)において情報教育

に携わっているが，医療現場における ICT環境の高度
化，ICT 機器の急速な普及等，及び臨床検査技師養成
における ICT利用教育の遅れ等に伴う学生のキャリア
デザインに対する影響を考えた場合に，携帯情報通信

端末利用教育を臨床検査技師養成に導入する必要性は

切実な問題となってきている 8)。 
ICT リテラシーは，コメディカル養成教育において
習得しておかなければならない重要な能力であると考

えられるが，臨床検査技師養成校などのコメディカル

養成校においては，国家試験に合格させることが最優

先課題となってしまい，ICT リテラシー教育は重要
視されない傾向が強い。 
 
2. 全体的なこと 
日本の医療機関の事務処理や電子カルテシステム

ではマイクロソフト社のオペレーティングシステム

（OS）が多く使われていることを考慮に入れ，(1) 
OS（MS Windows）の起動，(2) キーボード操作，

(3) インターネットへの接続方法，などから始め，(4) 
ワープロソフト（Word）の操作，(5) 表計算ソフト
（Excel）の操作，(6)プレゼンテーションソフト
（PowerPoint）の操作などを学習させている。また
近時，VDT（Visual Display Terminal）作業従事者
の衛生管理に注目が集まっていることから，VDT作
業に関する内容もカリキュラムに加えている。 

 
3. 医療現場における携帯情報通信端末利用を
想定した教育カリキュラム 

	 筆者らは，医療現場における携帯情報通信端末利用

を想定した教育カリキュラムを開発した。このカリキ

ュラムは，上記2章で示した授業後に履修する。 
携帯情報通信端末の操作は，パソコンの操作と基本的

には大きな相違はないが，クラウドコンピューティン

グに関する概念の理解，医師が頻繁に利用するソフト

ウェアの使用方法の修得，携帯通信情報端末をインフ

ォームドコンセントなどに利用することを想定したプ

レゼンテーションの技術を重点的に教育する必要があ

るのではないかと考える。医療現場におけるプレゼン

テーションは，場所や時間を選ばずにいつでもどこで

も行うことができるように準備されている必要がある

ことから，このような操作技術を修得するためのカリ

キュラムを加えた。 
また最近では，例えばデジタル・グローブ社が開発し

たクラウドシステム型電子カルテ「Open Dolphin」な
ども提供されている。心電図，エコーなどは携帯情報

通信端末を利用することによって，医療従事者間で容

易に情報共有を行うことができる。また解剖学，生理

学などでは三次元画像を利用することもできる。無料

で配布されているアプリケーションのなかには，医療

現場ですぐにでも利用することができるほど品質の優

れたソフトも多く，医療現場への採用基準の構築が必

要になってくることが考えられる（GMP/QMS(JIS Q 
13485)や品質マネジメントシステムを適用するのも一
案である）。従って，それらに関する知識も教育する必

要がある。 
本研究において開発したカリキュラムでは（表 1），携
帯情報通信端末に特徴的なアプリケーション（特に，

医療現場で使用するアプリケーションやクラウドシス
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テム）の操作方法と，医療従事者間，あるいは患者等

に対するインフォームドコンセントを想定したプレゼ

ンテーション方法の習得に多くの時間を費やしている。 
授業後に，受講した感想を自由記述で書いてもらっ

たところ，「レントゲンや心電図，エコーのデータも見

易く，医師に説明し易い」，「データのやり取りもし易

いし，その場でメモ書きするように入力することがで

きるので，便利」，「クラウドにも慣れたので，就職し 

ても大丈夫」，「授業資料の細胞や染色の画質が奇麗で
分かり易い」「拡大・縮小がすぐ出来て見易い」といっ
た記述がみられた。	 

	 

4. まとめ 
2012年度から，医療現場においてコメディカルの携
帯情報通信端末利用技術の習得を目的とした情報科学

（ICT 利用教育）の授業を導入した。導入以前は，プ
レゼンテーション発表の機会はほとんどなかったが，

現在，校内の学生や教職員，外部の医療従事者（120
名程度）を前にして携帯情報通信端末を使ってプレゼ

ンテーションを実施する機会（前後期各 1 回程度）を
設けている。学生の発表の際には，緊張した様子も見

られず，内容も明瞭で，しっかり発表できており，質

疑応答にもしっかりと対応できるようになってきてい

る。 
また，授業で携帯情報通信端末利用教育を行うよう

になったことによって，臨床検査技師に関連する内容

だけでなく，臨地実習を行う病院や就職希望の病院の

様子等を自主的に調べるようになり，また，教員に対

する質問内容も専門的になっており，他の医療従事者

との違いや臨床検査技師の仕事内容にも興味を持ち始

めるといった副次的な効果も見られるようになってい

るように思われる。 
また，携帯情報通信端末を用いて，学生同士で，臨

床検査技師が行う検査を学び，模した実習のデータを

説明し，議論しあう光景も多々見られるようになった。

プレゼンテーションを練習し，相互評価をし合う機会

も増えており，インフォームドコンセントの練習にも

なっている。以前は，プレゼンテーションの経験も少

なく，授業に対しても受動的で，分からないことがあ

れば，すぐに教員に聞くことが当たり前であったが，

携帯情報通信端末の導入後は，第三者の前においても

明晰に自分の意見を発言することができるようになり，

自主的かつ主体的に疑問点などを携帯情報通信端末で

調べるようになった。これらは，一概に携帯情報通信

端末利用教育の成果とは関連付けられるものではない

が，学生の履修態度が変化してきていることを観察で

きることは，本研究の成果ではないかと考える。 
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表1	 携帯情報通信端末利用教育を取り入れた 
カリキュラム例 

項目 回

数 
内容 

iPadの基本操
作 

2 1. タップ，スワップ，フリッ
ク，拡大縮小などのタッチパ

ネルの操作方法 
2. タイピング 
3. インターネット閲覧
(Safari) 
4. セキュリティ 

基本アプリケー

ションの操作 
3 1. GoodReader 

2. Documents to Go 
Premium 
3. Keynote 
4.AirPrintによる印刷 
5. ファイル管理 

クラウド 3 1. 施設からのファイルのダ
ウンロード方法 
2. Dropboxの使用方法 
3. 固有施設外でのファイル
のダウンロード方法 

プレゼンテーシ

ョン 
3 1. Keynote によるプレゼン

テーションファイルの作成 
2. 画像作成 
3. 画像データ処理 

プレゼンテーシ

ョン練習 
4 1. 各個人，スマートフォン，

iPad を使用したプレゼンテ
ーションファイル演習 
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